
　

消
防
庁
長
官
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章
　
齋
藤
隆
（
藤
ケ
谷
）

塚
田
俊
夫
（
関
本
中
）

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

�
功
績
章
　
齋
藤
隆
（
藤
ケ
谷
）

�
精
績
章
　
細
谷
忠
勝
（
門
井
）
海
老
沢
正

巳
（
岡
芹
）
鶴
見
洋
治
（
下
岡
崎
）

�
勤
続
章
　
齋
藤
隆
（
藤
ケ
谷
）　
塚
田
俊

夫
（
関
本
中
）　
村
井
重
治
（
藤
ケ
谷
）
枝

孝
弘
（
木
戸
）
八
幡
守
雄
（
荒
町
）
老
田
雄

一（
大
町
）川
嶋
光
貴（
横
島
）大
吉
良
男（
村

田
）
大
和
田
隆
夫
（
下
川
中
子
）　
　

　

茨
城
県
知
事
定
例
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
30
年
以
上
）

宮
川
昌
己
（
下
中
山
）　
川
嶋
光
貴
（
横
島
）

大
吉
良
男
（
村
田
）
野
口
芳
弘
（
泉
町
）

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
20
年
以
上
）

古
橋
正
人
（
鷺
島
）
鈴
木
誠
一
郎
（
樋
口
）

大
吉
健
三
郎
（
村
田
）
杉
山
浩
巳
（
岡
芹
）

倉
持
嘉
夫
（
古
内
）
田
﨑
幸
夫
（
小
栗
）

　

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

�
優
良
分
団
　

第
12
分
団 

　
第
13
分
団
　
第
14
分
団 

�
永
年
勤
続
功
労
章
　
宮
川
昌
己
（
下
中
山
）

大
吉
良
男
（
村
田
）
野
口
芳
弘
（
泉
町
）

堀
江
民
男
（
富
士
見
町
）　

�
功
労
章
　
福
田
洋
（
蒔
田
）
間
々
田
則
夫

（
子
思
儀
）菊
池
尚
一（
布
川
）青
木
孝
幸（
下

野
殿
）
渡
邉
健
一
（
玉
戸
）
谷
島
重
徳
（
井

出
蛯
沢
）
稲
見
正
（
小
栗
）
小
林
晃
（
小
栗
）

木
村
隆
志
（
東
町
）
外
山
重
則
（
女
方
）
下

条
武
雄
（
下
星
谷
）
國
松
昭
典
（
蓬
田
）
浅

見
哲
也
（
田
中
町
）
中
原
智
行
（
横
島
）
大

吉
健
三
郎
（
村
田
）

�
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
表
彰

宮
川
幸
子
（
下
中
山
）
堀
江
き
ぬ
子
（
富
士

見
町
）

　

筑
西
市
長
表
彰

�
一
般
消
防
協
力
者
　

稲
葉
汐
里
（
大
村
小
）　
高
橋
聖
梓
琉
（
大

卓
也
（
知
行
）
下
条
武
雄
（
下
星
谷
）
岩
渕

等（
新
治
）谷
嶋
利
男（
新
治
）舘
野
昌
敏（
井

出
蛯
沢
）
田
崎
智
幸
（
小
栗
）
山
賀
誠
一
（
蓬

田
）清
水
誠
之（
小
栗
）前
田
久
代（
関
本
中
）

　１月8日、新春恒例の筑西市消防団の出初式を開催し、消防団員

約700人が、住民の生命と財産を守る決意を新たにしました。

　式典では、市役所駐車場で人員服装と機械器具点検をした後、吉

澤範夫市長と石
いし

内
うち

光
みつ

秋
あき

団長が訓示し、永年勤続の団員等を表彰しま

した。表彰されたみなさんを紹介します。（敬称略）

平成24年筑西市消防団出初式
防災への誓い新たに

　放水訓練は勤行緑地公園（中舘）に消防ポンプ車が勢ぞ
ろい、吉澤市長、石内団長を乗せた茨城県の防災ヘリが飛
行後、 勤行川に向けて一斉に行われました。放水によって
虹ができると市民からは歓声が上がっていました。

冬空へ一斉放水
▲火災時にいち早く発見、適
切な措置により大事に至らず
に鎮火できた功績を称え、筑
西市長より感謝状を受ける高
橋聖梓琉さん（右）と稲葉汐
里さん（左）

村
小
）　
幸
町
自
治
会

�
永
年
勤
続
団
員
（
10
年
勤
続
）　

戸
頃
佳
寿
（
金
井
町
）
小
川
武
則
（
末
広
町
）

高
田
知
幸
（
東
町
）
大
和
田
謙
（
薬
師
町
）

上
野
正
樹
（
泉
町
）
平
石
和
之
（
大
町
）
飯

島
敬
三
（
直
井
）
篠
﨑
勉
（
小
林
）
鈴
木
基

之
（
大
関
）
平
石
芳
則
（
樋
口
）
高
橋
正
之

（
折
本
）
谷
部
芳
宏
（
折
本
）
青
柳
雅
之
（
石

原
田
）堀
江
好
夫（
女
方
）池
羽
貴
志（
小
川
）

野
沢
英
樹
（
小
川
）
稲
川
明
宏
（
野
殿
）
渡

邉
健
一
（
玉
戸
）
渡
邉
充
（
辻
）
初
澤
英
記

（
木
戸
）
片
平
忠
志
（
赤
浜
）
比
企
吉
典
（
中

上
野
）
大
和
田
次
男
（
古
内
）
上
野
新
一
（
村

田
）
小
倉
勝
美
（
村
田
）
市
村
理
弘
（
宮
後
）

増
渕
哲
也
（
海
老
ケ
島
）
下
条
優
（
下
星
谷
）

海
老
澤
直
樹
（
門
井
）
稲
見
茂
（
井
出
蛯
沢
）

稲
見
正
（
小
栗
）
兼
村
治
（
小
栗
）
兼
村
昌

記（
小
栗
）廣
沢
哲
也（
蓬
田
）篠
原
直
人（
小

栗
）　

　

消
防
長
表
彰

�
優
良
分
団
　

第
18
分
団
　
第
19
分
団

　

消
防
団
長
表
彰

�
優
良
団
員
　
　
平
塚
秀
樹
（
金
井
町
）
浅

見
哲
也
（
田
中
町
）
上
野
正
樹
（
泉
町
）
田

崎
進
一
（
市
野
辺
）
柴
山
英
明
（
岡
芹
）
飯

島
敬
三
（
直
井
）
篠
崎
則
夫
（
小
林
）
古
幡

成
志（
羽
方
）上
野
拓
也（
奥
田
）早
瀬
守（
樋

口
）
村
上
教
明
（
中
舘
）
増
渕
正
（
下
江
連
）

須
藤
啓
一
（
栗
島
）
中
村
俊
明
（
女
方
）
渡

辺
勝
彦
（
布
川
）
川
田
昇
（
玉
戸
）
青
木
仁

一
（
下
野
殿
）
青
木
正
彦
（
嘉
家
佐
和
）
櫻

井
克
巳
（
榎
生
一
丁
目
）
小
島
昇
（
川
連
）

篠
崎
路
雄
（
大
塚
）
岩
崎
淳
一
（
関
本
肥
土
）

西
村
知
展
（
関
本
中
）
谷
貝
豊
（
関
本
下
）

箱
守
翼
（
関
舘
）
石
田
一
夫
（
犬
塚
）
柴
智

博（
黒
子
）飯
塚
一
行（
梶
内
）中
島
俊
幸（
海

老
ケ
島
）
片
平
忠
志
（
赤
浜
）
山
口
光
司
（
築

地
）
新
井
博
司
（
大
林
）
上
野
新
一
（
村
田
）

飯
山
康
弘
（
宮
後
）
柳
田
亮
（
桑
山
）
佐
藤
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茨
城
県
の
各
分
野
に
お
い
て
県
勢

の
発
展
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
人

を
た
た
え
る
「
平
成
23
年
度
茨
城
県

功
績
者
表
彰
」
を
、黒
沢
産
業
（
株
）

代
表
取
締
役　

黒く
ろ
さ
わ沢

輝き
い
ち一

さ
ん
（
西

方
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

黒
沢
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
、

産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
取
組

み
、
生
活
環
境
の
保
全
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
茨
城
県
産
業
廃
棄
物
協

会
の
会
長
（
現
在
は
顧
問
）
と
し
て
、

組
織
の
強
化
と
発
展
に
貢
献
し
た
こ

と
に
よ
る
受
賞
で
す
。

　

市
内
猫
島
に
あ
る
黒
沢
産
業（
株
）

の
工
場
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　

黒
沢
産
業
（
株
）
は
昭
和
39
年
創

業
で
、
昭
和
50
年
か
ら
現
在
の
社
名

と
な
り
、
一
般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄

物
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
ほ
と
ん
ど
が
古
タ
イ
ヤ
の
処
理

だ
そ
う
で
す
。
毎
朝
全
員
で
掃
除
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
処
理
場

内
に
は
ゴ
ミ
ひ
と
つ
無
く
、
従
業
員

の
み
な
さ
ん
も
き
び
き
び
と
、
そ
し

て
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て

黒
沢
輝
一
さ
ん
に
茨
城
県
功
績
者
表
彰

筑
西
の

　　

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
功
績

の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
・
事
業
所
の

人
に
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
功
労
賞
』
を
贈

呈
し
て
お
り
、
個
人
の
部
で
小こ

ま
つ
ざ
き

松
﨑

登と

み

こ
美
子
さ
ん
（
小
川
）
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
松
﨑
さ
ん
は
、「
下
館
地
域
在

宅
介
護
を
支
え
る
会
」
の
結
成
・
運

営
や
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
、
人
々
が
気
兼
ね
な
く
お

し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
が
必
要
と
、
平

成
16
年
に
自
宅
を
改
装
、『
た
ま
り

場
・
た
ろ
う
』
を
夫
の
光み

つ
ま
さ正
さ
ん
と

と
も
に
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
に
は
県
内
の
た

ま
り
場
を
結
ぶ
「
茨
城
の
た
ま
り
場

ネ
ッ
ト
」
を
設
立
、
た
ま
り
場
活
動

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
「
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
と
言
う

だ
け
で
、
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
業
種
と
思
わ
れ
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
今
は
エ
コ
で
環
境
に
優

し
い
業
種
と
認
識
さ
れ
、
20
年
前
に

協
会
の
設
立
な
ど
に
奔
走
し
た
甲
斐

が
あ
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

処
理
場
で
は
、
運
ば
れ
て
き
た
タ

イ
ヤ
を
選
別
し
、
利
用
可
能
な
物
は

外
国
に
輸
出
さ
れ
、
利
用
不
能
な
物

は
処
理
場
内
の
大
型
カ
ッ
タ
ー
で
小

さ
く
刻
み
、
製
紙
工
場
な
ど
の
燃
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
私
の
会
社
で
は
、
究
極

の
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い

る
。
た
く
さ
ん
の
人
に
会
社
を
見
学

し
て
も
ら
っ
て
、
環
境
へ
の
優
し
さ

は
何
か
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

郷
土
が
誇
る

力

さ
く
刻
み
、
製
紙
工
場
な
ど
の
燃
料

▲黒沢産業㈱
黒沢輝一さん

▶

大
型
裁
断
機

▶
小
さ
く
裁
断

さ
れ
た
タ
イ
ヤ

力力パ
ワ
ー

小
松
﨑
登
美
子
さ
ん
に

ハ
ー
モ
ニ
ー
功
労
賞

の
促
進
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
「
た
ま
り
場
は
、
見
知
ら
ぬ
人
同

士
が
出
会
い
、
ふ
れ
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、い
つ
の
間
に
か
助
け
た
り
、

助
け
ら
れ
た
り
の
人
情
が
復
活
し
た

り
、
異
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
出
会
い
新
し
い
活
動
が
生
ま
れ

た
り
、
老
若
男
女
が
集
ま
る
“
絆
づ

く
り
の
場
”
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」

と
話
す
小
松
﨑
さ
ん
。
た
ま
り
場
・

た
ろ
う
が
発
信
源
と
な
り
、
ま
ち
な

か
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
こ
こ
が
筑
西
、

ア
ン
タ
が
大
将
！
」
や
「
ワ
ン
コ
イ

ン
寺
子
屋
」な
ど
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
た
ま
り
場
は
、
筑
西
市
が
元
祖
。

市
内
に
も
も
っ
と
た
ま
り
場
が
で
き

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
場
所
や
形
態
な

ど
は
ど
ん
な
も
の
で
も
良
い
と
思

う
。
例
え
ば
お
店
の
一
角
で
も
、
農

家
の
軒
先
で
も
…
み
ん
な
が
気
軽
に

集
ま
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
に
繋
が
れ
ば
」
と
話
す
小
松
﨑
さ

ん
。受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▶たまり場・
たろう２階

「 ふ れ あ い
カフェ」で
の小松﨑登
美 子 さん・
光正さん

◀１階のプチ・フ 
リーマーケット

「もったいないフ
ロア」の様子
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